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お
知
ら
せ�

ま
ち
の
で
き
ご
と�

酪
農
･
畜
産

酪
農
・
畜
産
に
つ
い
て
は
、
牛
乳
の

需
給
緩
和
や
脱
脂
粉
乳
、
バ
タ
ー
の
過

剰
在
庫
に
よ
る
生
乳
の
生
産
抑
制
の
実

施
、
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
問
題
な
ど
の

中
で
、
安
心
し
て
営
農
に
取
り
組
み
、

経
営
安
定
と
所
得
の
確
保
が
図
ら
れ
る

よ
う
生
産
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
積
極

的
な
展
開
が
重
要
で
す
。

本
町
の
酪
農
・
畜
産
が
、
安
定
し
た

生
乳
生
産
体
制
の
確
立
や
、
良
質
な
畜

産
物
の
安
定
供
給
を
果
た
す
た
め
、
自

給
飼
料
に
立
脚
し
た
草
地
型
酪
農
を
基

軸
と
し
て
、「
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る
農

業
と
快
適
な
農
村
」
を
目
指
し
て
「
別

海
町
農
業
・
農
村
振
興
計
画
」更
に
は
、

第
５
次
酪
農
・
肉
用
牛
生
産
近
代
化
計

画
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
計
画
実
現
に
向
け
て
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

主
な
仕
事

・
生
乳
の
消
費
拡
大
対
策

・
酪
農
研
修
牧
場
の
地
域
担
い
手
の
場

と
し
て
の
充
実
強
化

・
糞
尿
処
理
施
設
の
整
備
と
適
正
な
管

理
の
指
導
・
啓
蒙
　

・
バ
イ
オ
マ
ス
の
環わ

づ
く
り
事
業

・
環
境
問
題
に
つ
い
て
対
応
す
る
た
め

の
「
環
境
特
別
対
策
室
」
の
設
置

・
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業

（
６
地
区
）

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事

業
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私
は
、
町
民
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
５
期
目
の
町
政
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
任
期
最
後
の
年
で
あ
り
、
総
仕
上
げ
の
行
政
執
行

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
ご
承
知
の
と

お
り
、
当
町
は
自
主
財
源
が
乏
し
く
、
財
源
の
多
く
を
国
や
道

に
依
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
地
方
財
政
対
策
の
影
響
を

大
き
く
受
け
、厳
し
い
財
政
運
営
を
引
き
続
き
強
い
ら
れ
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
予
算
は
、
国
が
進
め
る
「
三
位
一
体
の
改
革
」

に
よ
る
地
方
へ
の
税
源
の
移
譲
、
国
庫
補
助
負
担
金
・
地
方
交

付
税
の
改
革
な
ど
が
行
わ
れ
る
中
、
退
職
職
員
の
不
補
充
に
よ

る
人
件
費
の
縮
減
や
町
債
償
還
費
の
減
少
な
ど
に
よ
り
経
常
的

な
支
出
を
圧
縮
し
ま
し
た
が
、
尚
財
源
不
足
が
生
じ
財
政
調
整

基
金
を
取
り
崩
し
て
編
成
せ
ざ
る
を
得
な
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。平

成
14
年
度
か
ら
「
財
政
非
常
事
態
」
と
位
置
付
け
、
行
財

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
事
務
事
業
の

見
直
し
や
人
件
費
の
縮
減
に
努
め
、
捻
出
し
た
財
源
を
重
点

的
・
効
果
的
に
活
用
し
、
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
中
略
）
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
を
考
え

ま
す
と
、
既
定
の
概
念
を
捨
て
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
や
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
責
任
を
自
覚
し
、

別
海
町
の
「
ゆ
と
り
」
と
「
豊
か
さ
」
を
求
め
て
最
善
の
努
力
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
各
位
並
び
に
町
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

（「
平
成
18
年
度
行
政
執
行
方
針
」
よ
り
一
部
抜
粋
）

「
ゆ
と
り
」と「
豊
か
さ
」を
求
め
て

「
グ
レ
ー
ド
の
高
い
田
舎
べ
つ
か
い
」へ

町
　
長
　
佐
　
野
　
力
　
三

新
し
い
年
度
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

３
月
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
で
今
年
度
の
予
算
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
行
政
執
行
方
針
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
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・
資
源
保
全
対
策
活
動
指
針
検
証
補
完

調
査
事
業

・
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
畜
産
環
境
整
備
事

業
（
２
地
区
）

水
　
産

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
秋
サ
ケ
、
ホ

タ
テ
価
格
が
高
値
傾
向
に
あ
り
、
生
産

額
は
前
年
を
上
回
る
な
ど
明
る
い
兆
し

も
あ
り
ま
す
が
、
漁
獲
量
が
伸
び
な
い

こ
と
や
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
販

売
戦
略
、
更
に
は
漁
港
整
備
な
ど
新
た

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

が
あ
り
ま
す
。

主
な
仕
事

・
ホ
タ
テ
・
ホ
ッ
キ
・
ア
サ
リ
な
ど
の

種
苗
放
流
事
業
の
支
援

・
水
産
基
盤
整
備
事
業
（
床
丹
前
浜
・

野
付
湾
）

・
別
海
町
沿
岸
漁
業
振
興
対
策
事
業

（
シ
ジ
ミ
貝
増
殖
試
験
・
漁
場
環
境

調
査
事
業
）

・
床
丹
地
区
漁
場
環
境
調
査
事
業

・
「
水
産
物
鮮
度
保
持
施
設
」
の
建
設

・
尾
岱
沼
漁
港
の
衛
生
管
理
型
漁
港
整

備
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）

・
別
海
漁
港
の
新
港
拡
張
事
業

・
地
場
水
産
物
の
販
路
拡
大
の
取
り
組

み

環
境
と
森
づ
く
り

「
森
と
川
と
海
は
一
つ
」
を
基
本
に
、

地
域
住
民
、関
係
団
体
と
協
力
の
も
と
、

森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
備
え
た

「
森
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
育
林
・
造

林
を
中
心
に
取
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
６
年
度
か
ら
「
魚
を
育

む
森
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
「
河
畔
林
整
備
」
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
床
丹
川
流

域
を
重
点
河
川
と
し
、
流
域
土
地
所
有

者
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
中
山
間

事
業
と
歩
調
を
合
わ
せ
計
画
的
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

主
な
仕
事

・
魚
を
育
む
森
づ
く
り
対
策
事
業
（
床

丹
川
・
西
別
川
）

・
エ
ゾ
シ
カ
被
害
対
策
事
業

・
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業

商
工
・
労
働
・
観
光

商
工
・
労
働
に
つ
い
て
は
、
商
工
業

者
の
創
意
と
工
夫
に
よ
る
地
域
と
連
携

し
た
事
業
展
開
、
更
に
は
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
経
営
戦
略
の
確
立
が
重
要

で
あ
り
、
こ
れ
ら
経
営
の
安
定
・
強
化

に
向
け
た
対
策
実
現
の
た
め
町
融
資
制

度
を
充
実
し
、
需
要
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
昨
年
念
願
の
野

付
半
島
と
風
蓮
湖
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

湿
地
に
登
録
さ
れ
、
野
付
半
島
と
打
瀬
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舟
の
北
海
道
遺
産
認
定
な
ど
と
合
わ
せ

て
、
観
光
資
源
と
し
て
知
名
度
や
魅
力

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
源
を
有
効
活
用
し
、
観

光
情
報
の
受
発
信
や
多
様
な
体
験
型
観

光
の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
広

域
的
観
光
ル
ー
ト
の
確
立
に
向
け
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
貴
重
な
自
然
財
産
を
守
り
保

存
し
て
い
く
こ
と
は
、
町
民
と
し
て
の

責
任
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

町
民
総
ぐ
る
み
の
活
動
が
必
要
で
あ
り

ま
す
の
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
自
然
環
境
の
保
護
活
動
に
自

主
的
に
協
力
さ
れ
る
方
々
へ
の
支
援
を

し
て
い
き
ま
す
。

主
な
仕
事

・
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
英
語
ガ
イ
ド

の
配
置

・
商
工
業
実
態
調
査
研
究
委
託
事
業

・
環
境
保
全
啓
蒙
活
動
事
業

・
郊
楽
苑
補
修
事
業

福
祉
・
保
健

誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域
の
中
で
、

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
な
が
ら
、

と
も
に
参
画
し
、
支
え
あ
い
生
き
が
い

を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
町
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
に
努
め

る
と
と
も
に
、
第
３
期
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
き
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
生

き
が
い
づ
く
り
の
た
め
、
介
護
予
防
事

業
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
が

健
や
か
に
育
ち
、
親
が
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
保
育
園
や
児
童
館
で

の
延
長
保
育
な
ど
の
支
援
充
実
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
人
権

擁
護
の
観
点
に
立
っ
て
地
域
や
各
関
係

機
関
と
連
携
し
、
児
童
虐
待
の
予
防
、

発
見
、
被
虐
待
児
へ
の
支
援
な
ど
「
別

海
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
の

施
策
の
展
開
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
核
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
意
識
の
普
及
啓
発
を
引
き
続

き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

保
健
行
政
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
健

康
課
題
で
あ
る
肥
満
予
防
お
よ
び
改
善

を
推
進
し
、
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る

生
活
習
慣
病
の
予
防
を
徹
底
指
導
致
し

ま
す
。

主
な
仕
事

・
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
設
置

に
向
け
た
取
り
組
み

・
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の

開
設
（
尾
岱
沼
地
区
）

・
「
障
害
者
福
祉
計
画
」
の
策
定

・
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
運
営
事

業
・
「
子
ど
も
た
ち
と
家
庭
と
地
域
、
笑

顔
で
支
え
あ
う
町
」
を
基
に
各
種
施

策
の
展
開

・
中
央
児
童
館
臨
時
指
導
員
の
増
員

・
乳
幼
児
母
親
家
庭
学
級
の
充
実

・
「
健
康
べ
つ
か
い
21
」
の
推
進

・
健
診
対
象
者
の
拡
大
（
20
歳
以
上
）

・
生
活
習
慣
病
予
防
講
習
会
の
開
催

・
小
児
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
講
演
会

の
開
催

・
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

・
年
少
者
の
予
防
対
策
（
ア
ク
ア
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
指
導
）

・
福
祉
牛
乳
支
援
事
業

・
別
海
町
共
同
作
業
所
ス
ワ
ン
の
家
石

け
ん
工
場
新
築
工
場
助
成
事
業

・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
送
迎
用

リ
フ
ト
付
ワ
ゴ
ン
車
購
入

一
般
廃
棄
物

一
般
廃
棄
物
の
分
別
収
集
、
減
量
化

は
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ

り
年
々
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
今
後
も

快
適
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
根
室
北
部
広
域
ご
み
処
理
施

設
も
工
程
ど
お
り
順
調
に
工
事
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
本

格
稼
動
に
入
る
予
定
で
す
。

主
な
仕
事

・
し
尿
収
集
車
購
入

・
し
尿
処
理
場
維
持
補
修
事
業

医
　
療

医
療
の
充
実
は
町
民
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
施
策
で
あ
り
ま
す
。

町
立
別
海
病
院
の
改
築
に
つ
い
て

は
、
庁
内
に
検
討
委
員
会
を
設
け
、
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
大
方
の
町
民
が
現
状
以
上

の
規
模
の
病
院
を
望
ん
で
い
る
こ
と
も

分
り
ま
し
た
。

改
築
に
あ
た
っ
て
一
番
の
課
題
は
財

源
の
確
保
で
す
が
、
幸
い
に
し
て
防
音

事
業
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
見
通
し
が

立
ち
ま
し
た
の
で
、
４
月
か
ら
準
備
室

を
設
け
、
５
年
後
の
完
成
を
目
指
し
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
16
年
度
か
ら
医
療
過
疎

地
域
で
あ
る
管
内
４
町
が
、
広
域
的
な
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保
　
　
健�

教
　
　
育�

お
知
ら
せ�

ま
ち
の
で
き
ご
と�

観
点
で
医
療
の
連
携
化
に
つ
い
て
検
討

し
て
お
り
、
提
言
が
な
さ
れ
る
時
期
に

来
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
含
め
、
町
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
医
療
体
制
の
構
築

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
立
別
海
病
院
は
、
札
幌
医
科
大
学

の
全
面
的
な
支
援
の
も
と
に
、
安
定
し

た
医
師
の
派
遣
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
関
係
を
引
き
続
き
保

ち
、
住
民
へ
の
良
質
な
医
療
の
提
供
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

防
　
災

大
規
模
な
地
震
、
特
に
津
波
の
被
害

を
未
然
に
防
ぎ
、
又
は
最
小
限
に
く
い

止
め
る
た
め
に
は
、
迅
速
、
的
確
な
情

報
の
伝
達
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
防
災

組
織
を
構
築
し
、
町
民
の
生
命
･
財
産

を
守
り
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
」
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

主
な
仕
事

・
防
災
行
政
屋
外
拡
声
子
局
の
増
設

・
地
震
津
波
情
報
末
端
接
続
装
置
の
設

置
・
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

・
別
海
町
地
域
防
災
計
画
の
作
成

・
自
主
防
災
組
織
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

・
災
害
時
用
備
蓄
毛
布
購
入

・
国
民
保
護
計
画
の
作
成

・
地
域
安
全
情
報
サ
イ
ト
の
開
設

道
路
・
水
道
・
下
水
道

道
路
整
備
は
、
コ
ス
ト
縮
減
を
徹
底

し
、
真
に
必
要
な
道
路
を
見
極
め
て
、

効
率
的
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
あ
わ
せ
て
災
害
に
強
い
道
路
網
の

必
要
か
ら
橋
梁
等
の
耐
震
診
断
を
行

い
、
補
修
整
備
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

水
道
事
業
は
、
今
後
も
「
安
全
で
良

質
な
水
の
安
定
供
給
」
と
い
う
使
命
を

も
っ
て
、
水
質
に
関
わ
る
問
題
は
第
一

優
先
課
題
と
し
て
万
全
を
期
す
る
と
共

に
、
業
務
の
見
直
し
に
よ
り
経
営
の
効

率
化
と
安
定
化
に
向
け
た
努
力
を
継
続

的
に
取
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

下
水
道
事
業
は
、
供
用
開
始
か
ら
20

年
を
経
過
し
終
末
処
理
場
・
中
継
ポ
ン

プ
場
の
機
器
な
ど
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
更
新
事
業

を
実
施
し
今
後
も
維
持
管
理
費
の
縮
減

に
努
め
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
設
置
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
11
年
度
事
業
着
手
か
ら
７

年
が
経
過
し
、
４
５
９
基
の
整
備
を
終

え
て
今
後
も
設
置
希
望
者
の
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
事
業
を
進
め
ま
す
。

主
な
仕
事

・
町
道
・
橋
梁
の
整
備

・
水
道
管
路
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築

事
業

・
満
期
量
水
器
取
替
作
業（
６
６
６
件
）

・
水
道
施
設
管
理
の
委
託

・
浄
水
場
・
配
水
池
の
補
修

・
終
末
処
理
場
水
処
理
施
設
、
旭
町
・

寿
町
ポ
ン
プ
場
の
改
築
更
新
工
事

・
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
整
備（
55
基
）

・
公
営
住
宅
の
整
備
（
中
春
別
団
地
）

・
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
の
購
入
（
１
台
）

行
財
政
改
革

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
簡
素
で

効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
組
織
機

構
や
事
務
事
業
の
見
直
し
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

ま
た「
別
海
町
行
財
政
改
革
町
民
会
議
」

か
ら
の
提
言
・
「
町
議
会
行
財
政
改
革
調

査
特
別
委
員
会
」
の
報
告
に
よ
り
、
目
指

す
べ
き
行
政
運
営
の
構
築
に
向
け
て
「
別

海
町
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」を
見
直
し
、

平
成
21
年
度
ま
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み

を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

行
政
内
部
の
改
革
は
も
と
よ
り
、
町
民

の
負
担
を
伴
う
改
革
に
も
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
町
民

と
行
政
と
の
役
割
分
担
を
見
直
し
、「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、

新
た
な
視
点
に
立
っ
て
危
機
意
識
と
改
革

意
欲
を
共
有
し
、
不
断
に
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
村
合
併
　

平
成
17
年
４
月
か
ら
合
併
新
法
が
施

行
さ
れ
、
現
在
、
北
海
道
に
お
い
て

「
市
町
村
合
併
推
進
構
想
」
の
策
定
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
６
月
以
降
に

こ
の
構
想
が
公
表
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

り
、
根
室
管
内
の
組
み
合
わ
せ
が
ど
の

よ
う
な
形
で
示
さ
れ
る
か
分
り
ま
せ
ん

が
、
別
海
町
の
将
来
に
関
わ
る
重
要
な

課
題
と
し
て
、
再
度
、
合
併
問
題
に
つ

い
て
関
係
町
と
協
議
を
進
め
る
こ
と
と

致
し
ま
す
。

教
　
育

町
の
振
興
発
展
の
た
め
の
「
産
業
の

振
興
」
や
「
福
祉
の
向
上
」
な
ど
の
施

策
が
縦
糸
と
す
れ
ば
、
教
育
は
そ
れ
ら

を
結
ぶ
横
糸
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

人
々
が
豊
か
な
生
活
や
安
心
な
社
会

を
求
め
る
心
は
、
教
育
活
動
に
よ
っ
て

満
た
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

本
町
で
は
、
こ
の
心
の
豊
か
さ
を
育

て
る
活
動
を
子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
各
世
代
で
生
涯
学
習
と
し
て
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
継
続
・
実

践
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
い

ま
す
。行

政
執
行
方
針
全
文
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.betsukai.gr.jp/
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ま
ち
の
で
き
ご
と�

生
涯
学
習
の
振
興
に
つ
い
て

町
民
の
皆
様
方
一
人
ひ
と
り
が
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
自
己
実
現
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
ら
学
び
、

自
ら
の
学
習
成
果
を
活
用
で
き
る
よ
う

な
時
と
場
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

主
な
仕
事

・
「
育
て
よ
う
、
別
海
町
の
『
学
び
の

木
』」
実
現
へ
の
環
境
づ
く
り

・
「
別
海
町
生
涯
教
育
研
究
所
」
と
の

連
携

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

町
内
各
学
校
で
は
、
教
育
課
程
の
編

成
・
実
施
・
評
価
・
改
善
の
サ
イ
ク
ル

の
中
で
、
創
意
と
工
夫
を
し
な
が
ら
特

色
あ
る
実
践
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
、
学
力
低
下
が
言
わ
れ
て
い
る
中

で
、
少
人
数
指
導
や
習
熟
度
別
指
導
、

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な
ど
、
指
導

方
法
の
工
夫
・
改
善
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
を
図

り
、
生
き
る
力
を
育
む
確
か
な
学
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

主
な
仕
事

・
学
校
で
の
い
じ
め
や
不
登
校
、
児
童

虐
待
の
問
題
に
対
す
る
家
庭
と
学

校
、
関
係
機
関
と
の
連
携

・
「
別
海
町
幼
小
中
高
生
徒
指
導
連
絡

協
議
会
」
へ
の
支
援
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「
桜
の
花
の
咲
く
頃
に
」の
よ
う
に

つ
つ
ま
し
く
あ
ざ
や
か
に

教
育
長
　
山
　
口
　
長
　
伸

昨
年
４
月
と
12
月
の
２
回
に
わ
た
っ
て
、
別
海
高
校
を
舞
台
と
し

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
桜
の
花
の
咲
く
頃
に
」
が
全
国
放
映
さ
れ
、

絶
賛
を
受
け
ま
し
た
。
あ
る
放
送
評
論
家
が
こ
の
番
組
を
観
て
、
新

聞
の
時
評
欄
に
次
の
よ
う
な
賞
賛
の
文
章
を
寄
稿
し
て
い
ま
す
の

で
、
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
酪
農
と
漁
業
し
か
な
い
町
に
生
き
る
厳
し
さ
を
、
高
校
生
た
ち

は
知
り
抜
い
て
い
る
。
極
寒
の
牧
場
や
漁
場
で
の
手
伝
い
は
き
つ
い

作
業
だ
。
働
き
つ
つ
学
ぶ
の
が
当
然
の
日
常
の
中
で
、
か
れ
ら
は
異

口
同
音
に
『
親
に
苦
労
を
か
け
た
く
な
い
。』
と
語
る
。
家
族
や
教

師
た
ち
の
思
い
を
知
る
だ
け
に
、『
厳
し
い
方
が
や
る
気
が
出
る
。』

と
言
い
、『
自
分
を
駄
目
な
人
間
と
思
い
た
く
な
い
。』
と
つ
ぶ
や
く
。

（
中
略
）「
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
北
の
原
野
に
立
つ
細
い
１
本
の
桜
だ
。

東
京
な
ど
に
は
る
か
遅
れ
て
花
開
く
桜
は
、
若
者
た
ち
の
生
き
る
姿

勢
を
象
徴
す
る
よ
う
に
つ
つ
ま
し
く
鮮
や
か
だ
っ
た
。」

さ
て
、
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
観
て
、
本
町
教
育
に
あ
こ
が

れ
を
持
ち
、
未
来
へ
の
夢
や
希
望
を
抱
い
た
方
々
が
全
国
各
地
に
お

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
、
深
く
感
激
し
、
強
く
感
動
し
た
旨
の

感
想
を
書
き
込
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
別
海
高
校
が
全
国
か
ら
大
き

な
賞
賛
を
い
た
だ
い
た
陰
に
は
、
町
内
小
・
中
学
校
教
育
の
充
実
し

た
成
果
を
重
ね
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

別
海
町
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
本
町
教
育
の
方
向
性

に
自
信
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
に
全
国
に
期
待
さ
れ
て

い
る
教
育
実
践
を
さ
ら
に
深
め
、
広
め
る
た
め
に
、
先
人
の
残
し
て

く
れ
た
伝
統
と
財
産
を
活
か
し
、
将
来
の
本
町
の
発
展
の
た
め
に
、

全
力
を
尽
く
し
て
教
育
行
政
を
執
行
し
て
い
く
こ
と
を
真
っ
先
に
お

誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
こ
で
、
別
海
町
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
常
に
子
ど

も
た
ち
の
明
る
い
未
来
を
展
望
し
、
生
涯
学
習
の
振
興
を
図
り
な
が

ら
教
育
の
目
的
で
あ
る
人
格
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
の
重
点
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
意
欲
を
持

ち
、
深
く
考
え
進
ん
で
行
う
子
ど
も
を
育
て
る
」「
思
い
や
り
が
あ

り
、
力
を
合
わ
せ
る
子
ど
も
を
育
て
る
。」「
心
身
共
に
健
康
で
、
感

性
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
。」
を
三
本
柱
に
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
本
町
の
町
づ
く
り
の
サ
ブ
テ
ー
マ
で
あ
る
「
グ
レ
ー
ド

の
高
い
田
舎
・
べ
つ
か
い
」
は
、
人
づ
く
り
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
こ
れ
ら
の
方
針
の
具
現
化
の
裏
付
け
と

な
る
教
育
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
局
面
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
財
源
不
足
と
い
う
厳
し
い
局
面
を
、
プ
ラ

ス
思
考
で
考
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。「
我
慢
す
る
。
耐
え
る
。
辛

抱
す
る
。」
と
い
っ
た
価
値
観
が
、
大
人
に
も
子
ど
も
た
ち
に
も
忘

れ
ら
れ
て
い
る
今
、
考
え
直
し
て
見
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て
み
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
お
金
が
無
い
か
ら
何
も
で
き
な
い
の
で
は
な
く
、

お
金
が
無
い
か
ら
工
夫
し
、
協
力
し
、
互
い
に
助
け
合
う
と
い
う
視

点
に
立
つ
こ
と
も
、
よ
り
教
育
的
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
、
輝
き
に
満
ち
た
21
世
紀
の
ふ
る
さ
と
別
海

町
を
切
り
拓
く
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
、
今
年
度
も
、「
温
も
り

の
心
と
慈
し
み
の
眼
差
し
」
を
本
町
教
育
行
政
の
指
針
と
し
な
が
ら
、

本
町
の
教
育
の
振
興
・
充
実
に
全
力
を
か
け
て
邁
進
す
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。

（
平
成
18
年
度
教
育
行
政
執
行
方
針
よ
り
一
部
抜
粋
）
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保
　
　
健�

教
　
　
育�

お
知
ら
せ�

ま
ち
の
で
き
ご
と�

・
不
審
者
情
報
の
発
信
、
学
校
内
に
お

け
る
防
犯
・
不
審
者
対
策
の
強
化

・
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
全
戸

設
置
へ
の
取
り
組
み

・
町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
見

守
り
活
動
」

・
郵
便
集
配
の
方
か
ら
の
情
報
収
集

・
各
学
校
建
物
耐
震
化
優
先
度
調
査
の

実
施

・
特
殊
教
育
シ
ス
テ
ム
の
全
体
の
再
構
築

・
入
園
前
の
乳
幼
児
母
親
学
級
の
充
実

・
保
育
園
・
幼
稚
園
・
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
砂
場
・
遊
具
等
を
開
放
し
、

保
護
者
の
交
流
の
場
を
設
け
る
子
育

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
支
援

・
「
町
立
小
・
中
学
校
適
正
配
置
計
画
」

の
推
進

・
「
食
育
」
の
観
点
か
ら
の
家
庭
に
お

け
る
食
の
あ
り
方
の
検
討

・
「
学
校
給
食
」
の
検
討

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

町
民
の
社
会
教
育
活
動
の
拠
点
施
設

で
あ
る
公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
多
様

な
学
習
活
動
や
、
い
ち
ば
ん
身
近
な
地

域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
認

識
し
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
も
が
学

べ
る
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
自
ら
が
主
体
的
に
活

動
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

主
な
仕
事

・
地
域
の
名
人
を
講
師
に
招
聘
し
た「
漬

物
講
座
」
な
ど
、
各
種
講
座
の
開
催

・
地
域
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
、
ま
ち
づ

く
り
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
活

動
支
援

・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
青
少
年
海

外
派
遣
事
業
」
の
実
施

芸
術
・
文
化
の
振
興
に
つ
い
て

芸
術
・
文
化
は
、
人
々
に
感
動
や
生

き
る
喜
び
を
も
た
ら
し
、
豊
か
な
人
生

を
送
る
上
で
の
大
き
な
力
と
な
る
も
の

で
す
。
そ
し
て
、
21
世
紀
の
地
域
活
性

化
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
す
。

主
な
仕
事

・
別
海
町
文
化
連
盟
傘
下
の
各
団
体
、

サ
ー
ク
ル
の
自
主
的
活
動
の
支
援

・
町
民
が
、
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
、
積
極
的
に
参
加
・
創
造
で
き
る

環
境
づ
く
り

・
「
奥
行
臼
駅
逓
」「
加
賀
家
文
書
」

な
ど
の
教
育
的
活
用

・
「
野
付
通
行
屋
遺
跡
」
の
整
理
業
務

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

明
る
く
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
社
会

を
形
成
す
る
上
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
に
、
町
民
誰
で
も
が
身
近
に
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
長
年

に
渡
っ
て
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整

備
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

大
き
な
成

果
と
し
て
、
少
年
団
活
動
、
中
学
校
・

高
等
学
校
の
部
活
動
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
指
導
者
が
、
心
の
養
成
に
重
点
を

置
く
熱
心
な
指
導
に
よ
り
、
例
年
、
全

道
・
全
国
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績

を
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
躍
は
、
全

国
各
地
に
別
海
町
の
名
を
広
め
、
町
民

に
も
大
き
な
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
、

こ
の
よ
う
な
大
会
へ
の
派
遣
に
対
し
、

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
仕
事

・
町
民
プ
ー
ル
で
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教

室
の
奨
励

・
西
春
別
体
育
館
の
外
構
工
事

教
育
行
政
執
行
方
針
全
文
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.betsukai.gr.jp/
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海の青さと緑の大地に生きる別海の教育風土�
家族がそれぞれ自分に該当する発達課題の達成に努力しましょう�

生涯教育�
のめあて�

自ら学び続けて�

豊かに生きていける人�

国際性を身につけ�

たくましく生きていける人�

地域社会で�

協調していける人�

職業を通して�

社会に貢献していける人�

健康で積極的に�

活動していける人�

学
び
続
け
て�

豊
か
に
生
き
よ
う�

人
生
の
基
礎
を�

し
っ
か
り
育
て
よ
う�

60歳以上�
高齢期�

豊かな経験や�
知識を社会に�
役立てましょう�

　近隣と�
なごやかに�
ふれあいましょう�

地域の行事等に�
進んで参加�
　　しましょう�

趣味や教養を�
生かして生活を�
豊かにしましょう�

からだの安全と�
健康の保持に�
　　努めましょう�

社会的リーダー�
としての学習と�
　責任の遂行�

趣味や特技を�
　生かした�
　　余暇の充実�家風の継承と高齢期に�

向かう生涯設計の確立�職業を通して�
社会に貢献�

体力にあった�
　運動の生活化� 成人病の予防と�

　健康管理� 成人
後
期

40～
59歳

成
人

前
期

3
0～

39
歳

職業にかかわる�
　専門知識の学習�

広い視野に立つ�
一般教養の拡充�

子育ての�
学習と実践� 地域社会における�

　教育的環境の整備� 家族ぐるみの学習�
による健康管理�

健全な家族生活の�
設計と実践�

体力の増進と�
スポーツの継続�

職業人としての�
自覚と責任�

教養を高める�
学習計画の樹立�

地域活動を�
創りだす�
実践的態度�

国際性を�
身につける�
　　学習と交流�

結婚と健全な�
家庭づくり�

生涯にわたる�
人生設計の確立�

自他の生命の�
尊重と�
健康管理�

生涯続ける�
スポーツの選択�

18～29歳青年期

自己の特性�
理解と�
進路の決定� 芸術・文化の�

　理解と創造力�

自己教育力と�
　創造力を培う� 書物による�

専門知識の拡大� 自己啓発の�
　実践的態度�

地域活動における�
　役割の理解と実践�

スポーツ活動�
による�
心身の鍛練�

家業の一翼を担う�
積極的態度�

　　　　　望ましい�
生命観に立つ�
自立的健康管理�

高校
生期15

～17歳

学び方を�
身につけ意欲的�
　に学習する� 正しい職業観や�

進路についての�
学習を深める�

　読書の�
範囲を広げ�
心を豊かにする�芸術や文化にふれ�

感動の体験を�
広げる�地域活動に�

積極的に�
　　参加する� 善悪を判断し�

望ましい行動�
をとる�

言葉づかいを�
正しくし礼義作法�
を身につける�

自ら汗し�
奉仕と勤労の�
喜びを知る� 身体の特徴を�

知り自分で健康を�
管理する�

男女のちがいを�
正しく理解し�
相互に協力する�

スポーツを�
楽しみ技能を高める�

中学生期

12～14歳
小
学
生
期

　
6～
11歳

上手に聞いて�
上手に話す�

左右の指先を�
上手に使う�

美しい絵や音楽�
にふれる�

自分で衣服を�
着たり脱いだり�

する�

がまんすることや�
ゆずり合うことを�

おぼえる�

遊びの後始末を�
きちんとする�

自然と�
ふれあいながら�
友達と元気に�

遊ぶ�

清潔について�
関心を持つ�　好き嫌いを�

しないでなん�
でも食べる�

幼

児期4～
5歳

連携・協力�
相互補完�
社 会 �

学 校 �家 庭 �

乳幼児期

0～3歳

やさしく抱いて�
親と子の愛情を�

深める�

よい音楽や�
お話を聞かせて�
やすらぎを与える�

やさしく�
聞いて話し言葉�
を育てる�

喜びや不満の�
感情をきちんと�
受けとめてやる�

常に清潔な�
着衣から快・不快の�
感情を育てる�

充分はわせ、�
しっかり歩かせ�
自立の心を育てる�望ましい食事で�

健康な身体を�
育てる�

あたま�
（知　識）�

こころ�
（社会性）�

からだ�
（健　康）�

楽しく学び�
学年の基礎を確実�
に身につける�

感動的な�
ことがらを素直に受　�
け入れる心　　　　　�
を持つ　　　　　　�

生活の目標を�
きめてねばり強く�

やりぬく�

あいさつや時間�
を守る等の基本的生�
      活習慣を身につける�

地域活動に�
親しみ進んで�
参加する�

善悪の区別を�
正しく判断して�
行動する�

　友達のよさを�
認め合いたがいに�
協力しあう�

読書を楽しみ�
　習慣化を図る�

お金や物を�
大切にして�

　　　上手に使う�

進んで家の�
　手伝いをする�

色々な�
運動に親しみ�
楽しさを広げる�

自然と触れあい�
北国を生きぬく�
　　体力をつくる�

育てよう　別海町の『学びの木』�
べつかい�
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144億1,300万円�144億1,300万円�144億1,300万円� s地方交付税／主に国が税金として集めた

国税を、自治体間の豊かさの不均衡を是

正するため、地方自治体に配分する税　�

s国庫支出金／特定の事業を行う場合に、

その経費にあてるために国から交付され

る負担金や補助金など�

s道支出金／特定の事業を行う場合に、そ

の経費にあてるために北海道から交付さ

れる負担金や補助金など�

s町債／施設の建設や土木工事など、多額

の経費を必要とするとき、費用の一部を

国や金融機関等から借り入れるもの�

sその他／地方贈与税、利子割交付金、地

方消費税交付金、自動車取得税交付金、

国有提供施設等所在市町村助成交付金、

地方特例交付金、交通安全対策特別交付

金、分担金及び負担金、使用料および手

数料、財産収入、繰入金、繰越金、諸収

入など�

主な予算区分の説明�

50億円�

100億円�

150億円�

200億円�

9年度� 10年度� 11年度� 12年度� 13年度� 14年度� 15年度� 16年度� 17年度� 18年度�

（単位：千円  ％）�

一 般 会 計（Ａ）�
特 別 会 計（Ｂ）�
　　国　　　　　　　保�
　　老 人 保 健�
　　介 護 サ ー ビ ス�
　　介 護 保 険 �
　　下 水 道�
病 院 事 業 会 計（Ｃ）�
水 道 事 業 会 計（Ｄ）�
総合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）�

14,413,000�
5,845,400�
1,968,900�
1,465,000�
828,200�
875,300�
708,000�

1,855,228�
817,448�

22,931,076

14,528,000�
5,973,500�
2,034,000�
1,593,100�
832,000�
848,400�
666,000�

1,859,407�
767,673�

23,128,580

△115,000�
△128,100�
△  65,100�
△128,100�
△     3,800�
26,900�
42,000�

△     4,179�
49,775�

△197,504

△0.8�
△2.1�
△3.2�
△8.0�
△0.5�
3.2�
6.3�
△0.2�
6.5�
△0.9

会 計 区 分 � 17年度予算�18年度予算� 増 減 額 �伸　率�

平成18年度 別海町の各会計予算総括表（当初予算）�

一般会計当初予算額推移�

145億�
28百万円�

144億�
13百万円�

自主財源  27.3％�

依存財源  72.7％�

その他  17.4％�
2,515,119千円�

歳入合計�
144億1,300万円�

町税  13％�
1,866,944千円�

�

地方交付税�
42.7％�

6,153,000千円�
�

国庫支出金�
6.5％�

933,181千円�
�

道支出金�
7.9％�

1,132,765千円�
�

町債  8％�
1,160,200千円�

地方譲与税  4.5％�
651,791千円�

�

一般会計歳入目的別�

177億�
12百万円� 160億�

75百万円�
162億�
63百万円�

203億�
62百万円�

223億�
63百万円� 209億�

11百万円�

226億�
66百万円� 210億�

18百万円�
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平成18年度�

別海町の予算を
公表します�

総務費事業　303,959千円�

●統合型GIS整備事業（総合型GISソフト、機器リース料一式、管内図・市街地以外家屋図整備一式ほか）�

●防災施設整備事業（地震津波情報端末接続装置設置一式ほか）�

●水産物鮮度保持施設整備事業（秋サケ鮮度保持施設建設）�

●戸籍情報管理システム導入事業（システム、ハード、ソフト等リース料）�

民生費事業　104,085千円�

●ふれあい・いきいきサロン整備事業（高齢者・障がい者が気軽に立ち寄れる場の整備）�

●スワンの家石鹸工場新築工場助成事業（施設新築工事費補助）�

衛生費事業　87,260千円�

●合併処理浄化槽設置整備事業（合併浄化槽設置　55基）�

●し尿処理場維持補修事業（第2消火槽清掃一式ほか）�

農林水産費事業　2,436,173千円�

●バイオマスの環づくり交付金事業（バイオマスの利用の中期的方針の策定ほか）�

●中山間地域等直接支払交付金事業�

●環境・衛生管理型漁港づくり推進事業（尾岱沼漁港）�

商工費事業　9,076千円�

●郊楽苑補修事業（温泉ポンプの配管整備ほか）�

●商工業実態調査研究委託事業（小規模事業者経営実態調査）�

土木費事業　1,231,514千円�

●国土交通省道路局所管国庫補助事業（泉川北4線・上春別45線・根室中部3号幹線凍雪害防止）�

●除雪機械整備事業（除雪トラック1台、付帯装置一式）�

●防衛施設周辺道路整備事業（西春別南9号線外1・根室中部8号幹線外1・西春別中西別線改良舗装） �

教育費事業　118,003千円�

●西春別駅前総合スポーツ施設整備事業（外構整備、調査設計） �

●各学校建物耐震化推進事業（耐震優先度調査　小学校７校・中学校5校・幼稚園1園） 

303,959千円�

13,544千円�

9,960千円�

100,551千円�

9,816千円�

104,085千円�

8,700千円�

4,500千円�

87,260千円�

70,442千円�

12,000千円�

2,436,173千円�

32,779千円�

872,660千円�

11,267千円�

9,076千円�

5,000千円�

1,076千円�

1,231,514千円�

274,000千円�

34,550千円�

274,300千円�

118,003千円�

26,000千円�

5,700千円�

�

144億1,300万円�144億1,300万円�
s民生費／福祉全般にかかる事業、各種医
療扶助、病院事業への負担金、保育園な
どにかかる経費�

s衛生費／ごみ処理施設の整備、環境対策
などにかかる経費�

s農林水産費／農業や林業・水産の振興、
土地改良事業などにかかる経費�

s商工労働費／労働・商工業等の振興にか
かる経費�

s土木費／道路の整備、公営住宅建設など
にかかる経費�

s教育費／町立の小中学校の運営・整備、
生涯学習、図書館、公民館、各種体育施
設などにかかる経費�

s公債費／町の借入金に対する償還金やそ
れにかかる経費�

主な予算区分の説明�

平
成
　
年
度 
各
事
業
費
合
計
と
主
な
事
業�

18

一般会計予算総額�
平成18年度�

別海町の予算を
公表します�

その他  0.8％�
121,502千円�

歳出合計�
144億1,300万円�

総務費�
5.8％�

836,696千円�
� 民生費  10.0％�
1,438,554千円�

�

衛生費  8.5％�
1,221,954千円�

�

農林水産費�
18.3％�

2,639,136千円�
�
商工労働費�
1.3％�

192,992千円�
�土木費  11.5％�

1,657,964千円�
�

消防費�
3.6％�

514,930千円�
�

教育費�
7.3％�

1,045,755千円�
�

公債費  15.3％�
2,204,617千円�

�

職員費  17.6％�
2,538,900千円�

�

一般会計歳出目的別�

※事業費については5月号で詳しく特集します。�

わ�
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まちのできごと�

このたび別海消防団が、平成17年度消防庁長官表彰
の竿頭綬を授与されました。竿頭綬は、消防活動全般
にわたって顕著な功績が認められる団体に贈られるも
ので、今年度は全国36団体が受章しました。
また、別海消防団本部 副団長 福嶋正さん（尾岱沼

岬町）が永年の功労に対し、消防庁長官より永年勤続
功労章を受章されました。
永年勤続功労章は、現職消防団員で勤続25年以上団

員として活動し、功績のある方に贈られる章で、福嶋
さんは、昭和48年４月に入団、以来33年間多くの災害
などに率先して出動し、住民の生命財産を守り、防火
思想の普及に努め、消防団幹部として団員の指導育成
など消防体制の強化に努めたことが認められたもので
す。

本多　千恵さん（中春別229番地の13）
大正５年３月３日生

町
内
在
住
で
90
歳
を
迎
え
る
方
を
祝

う
「
別
海
町
長
寿
賞
」
が
次
の
方
々
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

※
希
望
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す 平野タツノさん（別海西本町52番地）

大正５年３月24日生

別海消防団が消防庁長官表彰で竿
かん

頭
とう

綬
じゅ

を受章、
福嶋副団長が永年勤続功労章を受章

設立から18年、知的障がい者の共同作業所などの福
祉活動をしていた「スワンの家」が３月16日にＮＰＯ
法人格をとり、今後「ＮＰＯ法人スワンの家」として
決意も新たに活動していくこととなりました。
これを機会に、これまで通所生が自ら進めてきた環

境にやさしい手作り石けんをレベルアップしていくた
めに「手作り石けん工房」を建設いたします。工房は
平成18年６月中旬完成予定で今後地域での更なる活動
が期待されます。

「スワンの家」がＮＰＯ法人となり
「手作り石けん工房」建設へ

竿頭綬（団旗の先に下げるもので「平成17年度消防庁」と入っています）s
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管内小中学生下の句カルタ大会で
別海町勢が優勝

３月12日、第19回根室管内小中学生下の句カルタ大会が中央公
民館で開催され、85チーム255人の小中学生が出場しました。開
会式で別海町を代表して美原の虹チームの西原康陽君と西原怜良
さん、小宮山陽子さんが選手宣誓を行った後、同公民館会場いっ
ぱいで試合が始まり、各チームの選手は吟者が読み上げる下の句
に合わせて真剣な表情で札に向かい奪い合っていました。入賞チ
ームは次のとおりです。

【小学生低学年】優勝／竜神の吹雪（野付）、準優勝／北斗ほしの子（北斗）、３位／美原の星（美原）、４位／竜神
の波（野付）、【同中学年】優勝／中央の龍（別海中央）、準優勝／竜神の鷹（野付）、３位／中央の飛龍（別海中央）、
４位／竜神の隼（野付）、【同高学年】優勝／白銀の龍（別海中央）、準優勝／白銀の嵐（同）、３位／美原の虹（美
原）、４位、風雲の龍（中標津）、【中学生】優勝／白銀の飛龍（別海中央）、準優勝／白銀の粉雪（同）、３位／深
紅の華（中春別）、４位／白銀のＳｋｙ（別海中央）

商工会女性部が新１年生に
「交通安全祈願の愛の鈴」をプレゼント

３月16日、別海町商工会女性部（宍戸清子部長）代表４名が教育
委員会を訪れ、町内12小学校の新入生名171名分の「交通安全祈願
の愛の鈴」を山口教育長へ手渡しました。
この鈴は、１個づつ黄色い毛糸を鈴の形に手編みし、鈴とリボン

を付けランドセルに取り付けられるよう工夫され、同女性部会員が
入学式前に合わせて手づくりしたものです。
このプレゼントは昭和53年から行われています。

３月４日、札幌のホテルポールスターにおいて今年度初めての役員
会が開催されました。役員14名のほか、町長や町関係者の出席を得て、
当会の機構改革や人事の刷新、秋に予定される設立15周年記念事業の
企画等活発な意見が交わされました。
札幌・別海ふるさと会では、会員を募集しています。札幌市および

近郊に親戚や知り合いの方で入会を希望の方、事務局までご一報くだ
さい。
問合せ／〒060-0002 札幌市中央区北２条西９丁目４番地

インスファスビル５Ｆ札幌・別海ふるさと会事務局
事務局長　福原克興さん（2011-271-0022）

２月23日、第31回別海町消費者大会が中央公民館で開催され、
約100人の町民が参加しました。
根室地域で酪農経営の研究・指導をされている山田輝也氏と伊

藤健二氏を講師に迎え、グリーンツーリズムと地産地消を絡めて
講演して頂きました。その中で、地域にあるものを見つめ直し、
地域を好きになることが地産地消を進めていくことになると説明
されました。
会場には、ホエー（チーズを作ったときに出る汁）を使った化

粧水など様々な活用品を作り、地元産の物を使った朝食一週間分
とともに展示しました。その他、地産地消・悪徳商法啓発パネル
や協会の活動内容も展示しました。大会後半には、町内産の牛乳
をたっぷり使った、会員手作りの牛乳シチューを配り、地産地消
を早速実践しました。
閉会後には、会員が持ち寄った品物や、スワンの家によるフリ

ーマーケットも開かれ、大変賑わいました。

別海町消費者大会
「地産地消で地域おこし」

札幌・別海ふるさと会
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町立別海病院�
1（代表）75-2311

精 神 科　　　　　　　　浮田　　充  医師�
循環器内科　市立根室病院　奥山　　淳  医師�
皮 膚 科　札 幌 医 大　柳澤　健二  医師�
皮 膚 科　札 幌 医 大　柳澤　健二  医師（午前中の診療）�
小児神経科　札 幌 医 大　舘　　延忠  医師�
耳鼻咽喉科　札 幌 医 大　新谷　朋子  医師�
耳鼻咽喉科　札 幌 医 大　新谷　朋子  医師（午前中の診療）�
精 神 科　　　　　　　　浮田　　充  医師�
精 神 科　　　　　　　　浮田　　充  医師�
皮 膚 科　札 幌 医 大　松坂　英信  医師�
皮 膚 科　札 幌 医 大　松坂　英信  医師（午前中の診療）�
耳鼻咽喉科　札 幌 医 大　坪田　　大  医師�
耳鼻咽喉科　札 幌 医 大　坪田　　大  医師（午前中の診療）�
精 神 科　　　　　　　　浮田　　充  医師�

日�
4�
5�
6�

7
�
�
10�

11
�
�
18�
20�
21�
24�

25

診 療 内 容�曜日�
火�
水�
木�

金
�
�
月�

火
�
�
火�
木�
金�
月�

火�

4月�

診療案内�

�
4月から内科外来の夜間診療を行います

�
　仕事をもっている方にも「安心して病院にかかってい
ただきたい」との思いから内科外来について次のとおり
行います。      �
　日中同様の診療体制で、診察・検査等に対応いたします。 
受付時間と診療科目�
受付時間：毎週水曜日　午後５時15分～午後６時30分 
診療科目：内　科     �
　※水曜日が休日の場合は休診となります     �
      �

循環器内科外来は4月から月1回となります 
     �

　混み合うことが予想されますので予約制といたします。 
　ご迷惑をおかけしますがご協力ください。      �
○診療日・診療時間       �
　毎月第１水曜日（休日の場合、第２水曜日の診療とな
ります）１日診療します。      �
●予約方法�
　初回は、内科外来を受診し病状等に応じ循環器内科を
受診していただきます。      �
　電話での予約はできません。      �
　薬のみの患者さんは内科を受診していただきます。 
    詳しくは町立別海病院へお問い合わせください。 

     �
      
外科・整形外科外来診療時間について

�
○外 科 診 療　月曜日から木曜日は、午前のみ診療 
　　　　　　　　金曜日は午前・午後１日診療    �
○整形外科診療　月曜日から木曜日の午後のみ診療 
   　　　　　　　（金曜日の診療はありません。）   �
      �

精神科外来について
      �

　毎週火曜日の１日（休日の場合は休診となります）診
療をいたします。     �
      � 小児科からのお知らせ

�
　原則として予防接種を木曜日の午後といたします。か
ぜひきさんとの接触を避けるため、一般の患者さんは午
前中に受診されますようお願いいたします。�
※（毎週、金曜日が休日の場合はその週の予防接種は無
　くなります。）�

　４月１日から町立別海病院小児科�
医長　早田　航　医師の後任として、�
着任しました。        �
    �

小児科医長　春日　亜衣先生�
　　　　　　　　　　　　（29歳）�

かす  が  　　  あ　い�

略　歴／平成13 年３月　札幌医科大学医学部卒業   �
　　　　平成13 年４ 月から平成14 年３月まで�
　　　　　札幌医科大学小児科学講座　研修医   �
　　　　平成14 年４月から平成16 年３月まで�
　　　　　市立室蘭総合病院小児科勤務         �
　　　　平成16 年４月から平成18 年３月まで�
　　　　　北海道社会事業協会小樽病院小児科勤務   

 

専　門／小児科 �

略　歴／平成９年３月　札幌医科大学医学部卒業�
　　　　平成９年４月から平成10年４月まで�
　　　　　札幌医科大内科学第一講座　研修医�
　　　　平成10年５月から平成12年12月まで�
　　　　　市立室蘭総合病院勤務         �
　　　　平成13年１月から平成13 年12 月まで�
　　　　　研修医、国立がんセンター東病院（千葉県）  �
　　　　平成14 年１月から平成14 年３月まで�
　　　　　浜益国保診療所所長          �
　　　　平成14 年４月から平成15 年３月まで�
　　　　　伊勢病院勤務          �
　　　　平成14 年４月から平成18 年３月まで�
　　　　　札幌医科大学医学部大学院　平成18年３月卒業�
専　門／内　科�

　４月１日から町立別海病院内科�
医長として、着任しました。        �
    �

内科医長　秋野　公臣先生�
　　　　　　　　　　　（34歳）�

あき  の  　　きみしげ�
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日�
11�
12�
13�
14�
2�
7�
8�

9
�

�
10�
�
11�
�
17�
18�

19�
�
23�
25�
29�
30�
31

曜日�
火�
水�
木�
金�
火�
日�
月�

火�
�
水�
�
木�
�
水�
木�

金
�
�
火�
木�
月�
火�
水�

予 定 内 容 �
総 合 健 診 �
総 合 健 診 �
総 合 健 診 �
総 合 健 診 �
  母 親 教 室（第１課）�
総 合 健 診 �
総 合 健 診 �
総 合 健 診 �
  母 親 教 室（第４課）�
総 合 健 診 �
１ 歳 半 健 診 �
総 合 健 診 �
４ ヵ 月 健 診 �
３ 歳 児 健 診 �
1歳3ヵ月歯磨き教室�

３ヵ月こあら教室�
�

  母 親 教 室（第３課）�
４ ヵ 月 健 診 �
フ ッ 素 塗 布 �
離 乳 食 教 室 �
フ ッ 素 塗 布 �

場　　　　　　　所�
西春別地域センター�
西春別ふれあいセンター�
西春別ふれあいセンター�
西春別ふれあいセンター�
母 子 健 康 セ ン タ ー �
走古丹地域防災センター�
中 西 別 福 祉 館 �
上春別地域センター�
母 子 健 康 セ ン タ ー �
中 春 別 福 祉 館 �
町 民 保 健 セ ン タ ー�
中 春 別 福 祉 館 �
町 立 別 海 病 院�
町 民 保 健 セ ン タ ー�
町 民 保 健 セ ン タ ー�

町 民 保 健 セ ン タ ー
�

�
母 子 健 康 セ ン タ ー �
町 立 別 海 病 院�
町 民 保 健 セ ン タ ー�
町 民 保 健 セ ン タ ー�
尾岱沼地域センター�

時　　　　　　間�
  6：30～10：00（受付時間）�
  6：00～10：00（受付時間）�
  6：00～10：00（受付時間）�
  6：00～10：00（受付時間）�

10：00～12：00�
  6：00～  9：30（受付時間）�
  6：30～10：00（受付時間）�
  6：30～10：00（受付時間）�

10：00～12：00�
  6：30～10：00（受付時間）�
12：30～13：00（受付時間）�
  6：30～10：00（受付時間）�
12：40～12：50（受付時間）�
12：30～13：00（受付時間）�
  9：45～10：00（受付時間）�

12：45～13：15�
（人数により受付時間変更あり）�

10：00～11：30�
12：40～12：50（受付時間）�
9：30～11：30、13：00～15：30�

10：30～11：30�
10：00～11：30

保健センター
からの

4・5月の

保健業務
予定

4/

5/

　3月の『町の保健室』で、運動療法と食事療法で血圧のコントロールに成功した方の記事を覚えていらっ
しゃるでしょうか。�
　いくつか、成功のかぎがあるのです。「運動そのものが血圧を下げる！」ことは知られていますね。そこで
今回は「運動と消費エネルギー」に注目したいと思います。�

　運動による消費エネルギーは、体重が多
いほど多くなります。彼女の減量前の体重は
62㎏です。この体重と運動の種類と運動時
間から消費したエネルギーを計算しました。�
�
　1カ月に換算すると合計で8,440キロカ
ロリーを消費したことになります。�
　 脂肪 を1㎏燃焼するには7,000キロカロリーの消費が必要です。彼女は1カ月でおよそ1.2㎏の脂肪を燃焼したことになります。�
　「脂肪細胞から血圧を上げる物質がでている」のですから、脂肪が燃焼することは、血圧が下がることにつながります。�
　◎ウォーキングと水泳は有酸素運動で、血圧にもよく、脂肪の燃焼にも、とてもいい運動です。水泳は体温より冷たい水に入ることで筋肉
が熱を作り出そうとして基礎代謝が上がりますので、運動していない時間も効果がつづくのです。�
いきなりミニバレーボールをしていたら関節や筋肉をいためていたかもしれませんが、彼女はウォーキングと水泳で、ミニバレーボールに
たえる力をつけていたので、怪我なく運動ができたのでしょう。�
　保健センターでは「あなたの脂肪を1ｋｇ燃焼するため」の計算をします。�
一人で運動を続けたい人、仲間と運動したい人、教えてもらいながら運動したい人等など…。その人にあった運動を紹介しようと思います。
　町民保健センターをご利用ください。　　　　　　　　　　　　　　注：既に治療を受けている人は医師の運動処方を受けてください。�

運動の内容
�

�
ウォーキング◎�
水 泳 ◎�
ミニバレーボール�
�

1回の運動時間
�

�
30分～90分�
40分�
60分�
�

頻　　　度
�

�
毎日平均60分として�
平均週3回として�
平均週1回として�

�

消費エネルギー�
（キロカロリー）�
およそ100／日�
およそ300／回�
およそ435／回�

�

1カ月の消費エネルギー�
（キロカロリー）�
3,100�
3,600�
1,740�
8,440合　　　　　計�

彼女の血圧が安定した理由�彼女の血圧が安定した理由�

親と子の遊びの教室「めだか教室」参加者募集�
　お子さんの成長や育児でお困りの方のために教室を行います。親子で楽しく遊びながら、お
子さんの良いところをたくさん発見しませんか？�
○対　　象／言葉が遅い、落ち着きがない､表情がかたい、友達と遊べない､動きがぎこちない

などのために、どのように子どもと過ごして良いかわからない、子どもの遊ばせ
方を知りたい方。育児疲れ等でイライラするなどの悩みをお持ちの方。�

○定　　員／親子10組程度�
○期　　間／平成18年５月～平成19年３月まで�
○場　　所／町民保健センター�
○担　　当／保健師・児童厚生員(児童館スタッフ)・ことばの教室指導員�
○経　　費／おやつ代・教材費のみ�
○申込期限／平成18年４月21日f

乳幼児教室時の協力員募集�
　保健センターで行う教室に、お
母さんが参加しやすいように、赤
ちゃんや兄弟の見守りのお手伝い
をしてくださる方を募集します｡
場所は保健センターで、月１～３
回程度、時間は２時間以内。�

町民保健センター�
175-0359申込み・問合せ�
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一人ひとりの思いを聞いてください�一人ひとりの思いを聞いてください� 教育�

通信�
委員会�

一人ひとりをよ
り大切にした教育がスタートします

平成19年度から

　特別支援教育とは、従来の特殊教育の対象の障がいだけでなく、学習障がい（ＬＤ）、注意欠陥
／多動性障がい（ＡＤＨＤ）、高機能自閉症を含めて障がいのある児童生徒の一人ひとりの教育的
ニーズを把握して、適切な教育や指導を通じて行います。�

一人ひとりの思いを聞いてください�

特別な支援の必要な子どもたち�

特別支援教育とは�

児童生徒の�
自立と�
社会参加�

特殊教育から特別支援教育へ�

特別支援教育　7.8％�

特殊教育　1.48％�
障がいの程度等に応じ�
特別の場で指導�

教育的ニーズを把握し�
柔軟に教育的支援を実施�

 盲・聾・養護学校�
　 0.46％�

特殊学級�
0.73％�
通級指導�
0.29％�

特殊教育体制�

特殊学級�
通級による指導�

小・中学校� 特別支援連携協議会�

盲・聾・養護学校�

特別支援教育体制�

LD､ADHD等の支援体制�
特別支援教室(仮称)

小・中学校�

支援�
特別支援学校（仮称）�

みなさんの周りには、特別な支援を必要としている子どもたちがいます�

 小・中学校�
　 LD、ADHD等�
　 6.3％�

就学前も、卒業後も、生涯にわたって支援します�

就学前�

就学中�

卒業後�

福祉、医療等�
関係機関�

幼稚園�

NPO

特別支援学校�

小学校�

保育所�

特別支援学校�

小学校�

中学校� 高　校�

福祉、医療、労働等�
関係機関�

大　学�

保護者�

保護者�

福祉、医療、労働等�
関係機関�

NPO

企　業�

特別支援学校�
大　学�

高　校�

個別の教育支援計画�

障がいのある子どもを生涯にわたって支援�

個別の教育支援計画は、一人ひとりのニーズに応じて、関係機関が連携して、�
効果的な支援を行うことを目的としています。�

●一人ひとりの教育的ニーズ
を把握�
●関係者、機関の連携による
適切な教育的支援を効果
的に実施�

●個別の教育支援計画の作成、実施、評価�
　（「Plan-Do-See」のプロセス）が重要�

対象の拡大�

一人ひとりの教育的ニーズの把握�

適切な教育や指導を通じて�
必要な支援を実施�

特別支援教育シリーズ第１号�
　別海町教育委員会では平成19年度ス
タートに向けて、町内小・中学校を中
心に「別海町特別支援教育推進委員会
（仮称）」を設立し、各学校の校内委員
会との連携を図って推進していきます。�
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生涯学習出前講座�

【ふれあいトーク宅配講座】のお知らせ� 一人ひとりの思いを聞いてください�一人ひとりの思いを聞いてください�

「ふれあいトーク宅配講座」メニュー一覧　　　　　　　　　　　　　 （平成18年4月現在）　�

別海町民� 講
座
の
開
催�

受付・問合せ� 担 当 課�
　希望する日の�
20日前までに、メニューから希望講�
座を選び「講師派遣申請書」（ホームペ�
ージに掲載）を提出してください。�

生涯学習課 生涯学習担当�
　　　電話 75-2111（内線3711）�
　　　FAX 75-0637

別海町教育委員会�

　日時や内容等の調整・資料作成をし、�
出前講座の準備を進めます。�
�

【開催時間】原則平日の午前9時から午後9時までの間　【料金】無　料  

番号�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�
�

14�

15�

16�

17�

18�

19�

20�

21�

22

講 座 メ ニ ュ ー �

町議会のはなし�

町の予算と決算について�

ＩＴ社会がやってきた！�

なるほど納得！北方領土�

税のはなし�

介護保険制度について�

障害者手帳とサービス�

高齢者の在宅福祉サービス�

ふれあい・いきいきサロン�

戸籍と住民票�

生活環境について�

国保と年金について�

奥さん危ない！ �
　　　カウチポテトは肥満の敵�

考えてみよう！血糖値�

何が悪いコレステロール�

食べながら考える食生活�

貴方のお口はバイキンだらけ！�

かめば体が強くなる！�

肥満して何が悪い！�

子どもの肥満について�

更年期を考える�

こころのかぜ「うつ病」�

�

担 当 課�

議会事務局�

財　政　課�

総合政策課�

総合政策課�

税　務　課�

福　祉　課�

福　祉　課�

福　祉　課�

福　祉　課�

町　民　課�

町　民　課�

町　民　課�

保　健　課
�

�

保　健　課�

保　健　課�

保　健　課�

保　健　課�

保　健　課�

保　健　課�

保　健　課�

保　健　課�

保　健　課�

  〝どうぞお気軽に声をかけてください〟　　※メニュー以外も相談に応じます。�

番号�

23�

24�

25�

26�

27�

28�

29�

30�

31�

32�

33�

34�

35�

36�

37�

38�

39�

40�

�

41�
�

42�

43

講 座 メ ニ ュ ー �

子どもにもっと運動を！�

血圧をコントロールする方法�

脳が病気になるとき�

健康べつかい21�

心臓を考えよう�

お酒！飲んでも飲まれるな�

遊漁について�

林業について�

酪農畜産について�

別海の隠れた観光スポット�

けがのない住宅について�

老後に備えた住宅改造�

下水道の整備�

安全な水が家庭に届くまで�

農業者年金のしくみ�

救命手当ての基本�

火災から命を守るために�

いざという時のために�

�

コンビニスポーツ教室�
�

なるほど・ザ・べつかい1�

なるほど・ザ・べつかい2�

�

担 当 課�

保　健　課�

保　健　課�

保　健　課�

保　健　課�

保　健　課�

保　健　課�

水産みどり課�

水産みどり課�

農　政　課�

商工観光課�

建　築　課�

建　築　課�

下 水 道 課�

水　道　課�

農業委員会�

消　防　署�

消　防　署�

消　防　署�
総 務 防 災�

総合スポー�
ツセンター�

郷土資料館�

郷土資料館�

�は新規メニューです。�

　平成13年から町民の皆さまの「知りたい・学びたい」に応えるため、また、町民と行政が一体となった「まち
づくり」を進めていくために「生涯学習出前講座」を開始しています。�
　行政に関する「制度や手続き・事業」などについて、担当職員が地域へ出向いてお話をします。�
　平成17年度は、16件で延べ474人（内学校は4件、118人）の方が利用されました。�
�

宅配講座URL　http://www.betsukai.gr.jp/homepage/yakuba/501_2_3kyouiku/takuhai.html
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環
境
保
全
啓
蒙
活
動
事
業

実
施
団
体
の
募
集

風
蓮
湖
お
よ
び
野
付
半
島
と
野
付
湾

が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
湿
地
登
録
地
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
湿
地
の
環

境
保
全
活
動
の
推
進
と
啓
蒙
活
動
を
行

う
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
開
始
は
平
成
18
年
４
月
１
日
か

ら
で
す
の
で
、
多
数
の
団
体
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
応
募
団
体
に
は
活
動
に
応
じ

て
次
に
よ
り
交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
団
体
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
町
内

会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
学
校

（
学
級
・
サ
ー
ク
ル
含
む
）
等
で
、

環
境
保
全
啓
蒙
を
行
う
団
体

○
対
象
経
費
／
団
体
等
が
行
う
緑
化
推

進
活
動
、
自
然
教
育
活
動
、
景
観
美

化
活
動
等
環
境
保
全
啓
蒙
活
動
に
要

す
る
経
費
で
、
苗
木
の
購
入
費
、
肥

料
、
講
師
謝
金
、
資
料
・
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
代
、
ご
み
清
掃
用
消
耗
品
費
そ

の
他
活
動
遂
行
上
必
要
と
認
め
ら
れ

る
も
の
。

○
交
付
金
額
／
一
団
体
に
つ
き
５
万
円

以
内
。
５
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は

そ
の
実
施
額
以
内
。

○
対
象
活
動
期
間
／
平
成
18
年
４
月
１

日（
土
）〜
平
成
19
年
３
月
31
日（
土
）

ま
で

○
申
請
書
類
／
交
付
申
請
書
に
次
の
書

類
を
添
付
（
申
請
書
は
担
当
ま
で
）

・
事
業
計
画
書
・
収
支
予
算
書
・
役
員

名
簿
・
規
約

○
そ
の
他
／
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.betsukai.gr.jp

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
観
光
担
当
（
内

線
１
６
２
２
・
１
６
２
３
）

交
通
遺
児
奨
学
生
募
集

こ
の
交
通
遺
児
育
英
事
業
は
、
広
く

道
民
の
善
意
に
よ
る
資
金
を
も
と
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
者
／
交
通
事
故
に
よ
っ
て
保
護

者
を
失
っ
た
遺
児
、
ま
た
は
重
度
後

遺
障
が
い
者
の
子
弟

○
普
通
奨
学
金
／
月
額
１
万
円
・
１
万

５
千
円
・
２
万
円
の
う
ち
希
望
す
る

額
○
入
学
奨
学
金
／
公
立
高
・
高
等
専
門

学
校
10
万
円
・
私
立
高
校
15
万
円

○
返
還
／
卒
業
後
１
年
間
据
置
10
年
間

の
均
等
年
賦
（
無
利
子
）。
た
だ
し
、

大
学
、
短
大
お
よ
び
本
会
が
認
め
る

各
種
学
校
に
入
学
し
た
場
合
は
猶
予

を
い
た
し
ま
す
。

○
採
用
方
法
／
書
類
審
査
の
み

○
申
込
み
／
い
つ
で
も
受
け
付
け
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
入
学
奨
励
金
は

入
学
時
（
４
月
末
日
ま
で
）。

申
込
み
・
問
合
せ
／
財
団
法
人
北
海
道

交
通
安
全
推
進
委
員
会
　
2
０
１
１
―

２
２
１
―
６
６
６
６

2（0153）86-2166 上風連出張所275-7326 上春別出張所275-6011

 福祉有償運送とは�
　社会福祉法人やＮＰＯなどの非営利法人が、介護を必要とする方や障害のある方など、単独で公共交通機関
を利用して移動することが困難な方を対象に、通院・通所・レジャ－などを目的に有償で行う送迎サ－ビスを
いいます。平成18年４月以降、福祉有償運送を行うには、町と地域の関係者で構成された運営協議会の協議を
経て、道路運送法の許可を得ることが必要となりました。このため町内４事業者が既に許可を取得し、運送体
制を整えております。�
　なお、この運送に使用する車両はリフト付き等の福祉車両が原則ですが、別海町は国の構造改革特区の認定
を受けておりますので「セダン型車」による運送も可能となっております。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　福祉有償運送の詳細をお知りになりたい方、あるいは福祉有償運送を計画しているＮＰＯ等は別海町役場高
齢・介護福祉担当にお問い合わせください。�

サ － ビ ス 内 容�
�
利 用 で き る 方�
（付き添いの方も�
同乗できます。）�
�
�
利 用 方 法�

中 春 別 農 業 協 同 組 合�
西 春 別 農 業 協 同 組 合�
社会福祉法人別海町社会福祉協議会�
社会福祉法人べ つ か い 柏 の 実 会

中春別南町３番地
西春別駅前曙町9番地3

別海西本町36番地
別海97番地９

�
�
�

柏の実学園園生のみ対象�

276-3383

277-4111

275-2148

279-5111

発着地のいずれかが別海町内にあれば、タクシ－運賃のおおむね２分の１程度（各事
業所で異なります。）で目的地へ運んでもらえるサ－ビスです。�
¡介護保険の「要介護者」「要支援者」の認定を受けている方。�
¡身体障害者手帳を所持している方。�
¡その他肢体不自由、内部障害（人工透析を受けている場合を含む）、精神障害、知的
障害などにより単独では公共交通機関を利用することが困難な方。�
　事前の会員登録が必要です。各事業所に登録を済ませ、利用したい日が決まれば、
登録した事業所に利用申し込みをしてください。�
　なお、利用料金の他に待ち時間料金等が必要な場合もあります。詳細については、
各事業所にお問い合わせください。�

事 業 所 一 覧� 住　　　　所� 電話番号� 備　　　　　　考�
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浄化槽豆知識コーナー第10回�

出典【社団法人全国浄化槽団体連合会発行・�
　　　　合併処理浄化槽と上手につきあう方法】�
　　　　　　  担当／下水道課（内線3414）�

洗濯には粉石鹸や無リン洗剤が�
いいと聞きますが、�

どれを使えば良いのですか？�

洗濯には粉石鹸や無リン洗剤が�
いいと聞きますが、�

どれを使えば良いのですか？�

洗濯には粉石鹸や無リン洗剤が�
いいと聞きますが、�

どれを使えば良いのですか？�

　環境にやさしいから粉石鹸を使うという人も
いれば、無リン洗剤の方が優れているから使う
という人もいます。浄化槽の立場から考えれば、
できるだけ中性のものを、洗剤メーカーが指示
する適量を必ず守って、使ってもらいたいと思
います。洗剤は、大量に入れても汚れ落ちとは
無関係ですし、逆に水を汚す原因となるだけで
す。�
　なお、家庭でシーツやシ
ャツなどに使う漂白剤は、
適量を使用するかぎり大丈
夫ですが、塩素系の漂白剤
は避けた方がいいでしょう。�
�

ふみカードの利用停止時期の変更等について�
●ふみカードの利用停止時期の変更�
　「ふみカード」は、平成19年３月31日（土）を
もちましてご利用を停止させていただく予定でし
たが、この度、そのご利用額が減少していること
および「ふみカード」の読み取りに使用している
機器の設置維持が困難であるため、平成18年９月
30日（土）をもちましてご利用を停止させていた
だくことになりました。�
●現在お持ちのふみカードのご利用について�
　お客さまがお持ちの「ふみカード」につきまし
ては、当該カードに記録されている金額（残高）
の範囲内において、利用停止日までの間、従前同
様に全国の郵便局（一部お取扱いできない郵便局
がございます。）にてご利用いただけます。�
●ふみカードの払い戻しについて�
　平成18年４月３日（月）以降、ふみカードに記
録されている金額（残高）全額の払い戻しを実施
いたします。払い戻しについては、利用停止日以
降も引き続き実施いたします。�
�

別海町役場275－2111 西春別支所277-2131 尾岱沼支所

「
北
海
道
国
民
保
護
計
画
」
の

策
定
に
つ
い
て

平
成
16
年
９
月
、
国
民
保
護
法
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
保
護
と
は
、
こ

の
法
律
に
基
づ
き
、
外
国
か
ら
武
力
勢

力
を
受
け
た
場
合
や
大
規
模
テ
ロ
等
が

発
生
し
た
場
合
に
、
国
や
道
、
市
町
村

等
が
、
住
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財

産
を
保
護
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

道
で
は
、
万
が
一
、
こ
う
し
た
自
体

が
発
生
し
た
場
合
、
住
民
の
避
難
や
救

護
、
被
害
の
最
小
化
な
ど
を
行
う
た
め

の
「
北
海
道
国
民
保
護
計
画
」
を
本
年

１
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
道
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（http://w
w
w
.pref.hokkaido.jp/soum

u
/sm
-ksnji/index.htm

）

ま
た
、
北
海
道
国
民
保
護
計
画
を
分

か
り
や
す
く
解
読
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
各
市
町
村
に
配
布
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
室

危
機
管
理
グ
ル
ー
プ
　
2
０
１
１
―
２

３
１
―
４
１
１
１（
内
線
22
―
５
９
３
）

広
報
誌
「
ほ
っ
か
い
ど
う
」
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
の
冊
子
ス
タ
イ
ル
か
ら
タ

ブ
ロ
イ
ド
判
に
、
発
行
回
数
は
年
２
回

か
ら
年
６
回
（
奇
数
月
発
行
）
に
増
え

る
予
定
で
す
。
配
布
に
つ
い
て
は
、
今

後
は
新
聞
折
込
等
に
よ
り
、
み
な
さ
ん

の
ご
自
宅
へ
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、
公
共
施
設
や
郵
便
局
、
金
融

機
関
な
ど
に
も
備
え
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

新
聞
を
取
ら
れ
て
い
な
い
方
な
ど
で
、

郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
個
別
で
送

付
も
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

新
広
報
誌
「
ほ
っ
か
い
ど
う
」
第
１

号
は
、
５
月
１
日
（
月
）
発
行
予
定
で

す
。
ど
う
ぞ
、
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
北
海
道
知
事
政
策
部
知
事
室

広
報
広
聴
課
広
報
グ
ル
ー
プ
　
2
０
１

１
―
２
０
４
―
５
１
１
０

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
へ

平
成
17
年
分
の
申
告
所
得
税
（
第
３

期
分
）
の
振
替
納
付
日
（
口
座
引
落
日
）

は
、
平
成
18
年
４
月
20
日
（
木
）
で
す
。

ま
た
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

（
確
定
申
告
分
）
の
振
替
納
付
日
は
、

平
成
18
年
４
月
27
日
（
木
）
で
す
。
確

実
に
振
替
納
付
で
き
る
よ
う
振
替
納
付

日
の
前
日
ま
で
に
預
貯
金
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
残
高
不
足
等
の
理
由
に
よ
り

振
替
納
付
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

法
定
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま

で
、
延
滞
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
／
根
室
税
務
署
管
理
徴
収
部
門

（
2
０
１
５
３
―
23
―
３
２
６
２
）
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5月22日（月）までに�

高
校
卒
業
程
度�

第１次試験日�
４月30日（日）�
６月18日（日）�
６月11日（日）�
９月24日（日）�
�
第１次試験日�
５月21日（日）�
９月３日（日）�
９月17日（日）�

９月24日（日）�
�
10月28日（土）�
　　29日（日）�
�

　　　  申込受付期間�
４月３日（月）～10日（月）�
４月14日（金）～25日（火）�
４月３日（月）～14日（金）�
７月18日（火）～８月１日（火）�
 �
　　　  申込受付期間�
４月３日（月）～10日（月）�
６月20日（火）～27日（火）�
�
７月18日（火）～８月１日（火）�
�

８月24日（木）～９月５日（火）�

問合せ／人事院北海道事務局  2011-241-1248　ホームページ   http//:www.jinji.go.jp/hokaido/

大
学
卒
業
程
度�

国
家
公
務
員
採
用
試
験�

平成18年度�

　労働保険（労災保険・雇用保険）年度更新の手続きは、４月１日から５月22日�
までとなります。期限までに最寄りの金融機関・郵便局または労働基準監督署を�
通じて申告・納付してください。�

問合せ／釧路労働基準監督署労災課適用徴収係（20154-42-9711）�

事業主の
皆さん、

�

労働保険
年度更新

の手続き
は�

正しくお
早めに�

  地　区　         　日     　     時　                　    会　　　　　　             場�
中標津町　４月17日b13:30～15:30　中標津経済センター（中標津町東2条南2丁目1-19）�
根 室 市　４月20日e13:30～15:30　根 室 商 工 会 館（根室市松ヶ枝町２丁目７）�
�

  地　区　         　日     　     時　                　    会　　　　　　             場�
中標津町　５月12日f10:00～15:00　中 標 津 町 商 工 会（中標津町東２条南２丁目１）�

根 室 市
　５月15日b13:00～17:00　

根 室 商 工 会 館（根室市松ヶ枝町２丁目７）�
　　　　　５月16日c ９:00～14:00�
�

２．労働保険集合収集会場�

１．労働保険年度更新説明会�

平成17年度確定保険料�
平成18年度概算保険料�の申告・納付は�

5月22日（月）までに�

国民年金ここがポイント 老後の生活設計公的年金なしで大丈夫？�

マクロ経済スライドが導入されます。�
　負担の範囲内で給付とバランスがとれるようになるまでは、年
度額の計算に当たって、賃金や物価の伸びを調整する仕組みを導
入します。�

国民年金は、終身保障されます。�
　国民年金は、生涯にわたって受けることができます。�
　国民年金は、働く世代が高齢者の世代を支えるしくみです。�
　現在、現役のあなたが高齢者世代を支え、将来高齢者になった
あなたをそのときの現役世代が支えます。�
　そのため、生涯にわたって年金を受けることができます。�

国民年金は、国が運営する制度。�
基礎年金への国の負担が1/3から1/2へ�

　国民年金制度は、長期的な視点に立ち、将来を見据えて、国が
責任を持って運営しています。
　そして、国民年金（基礎年金）への国の負担は、平成16年度か
ら1/2への引き上げに着手し、平成21年度までに完全に引き上げ
られることになっています。

国民年金は保険料は、�
全額、社会保険料控除の対象!�

　国民年金の保険料は、確定申告の際、全額社会保険料控除とし
て認められています。
　つまり、13,580円×12カ月＝162,960円が対象となるのです。

国民年金には、障害年金・遺族年金 もあります�
　国民年金制度には、老後の生活を保障する老齢年金だけでなく、
病気や事故で障害が残ったときの障害年金や、一家の働き手が亡
くなったときの遺族年金などもあります。�
�
�
�
�
�
�
�
　ただし、これらの年金の支給を受けるためには、必ず国民年金
制度に加入してきちんと保険料を納めていることが必要です。�

国民年金の種類�

老齢年金（年をとったとき）�

障害年金（事故などで障害者となったとき）�

遺族年金（亡くなったとき遺族へ）�

このメリットを受けるためには、保険料を納めることが前提となります。�
国民年金への加入と保険料納付は法律で義務づけられています。�

国 民 年 金 �

試 験 名 類�
国 家 公 務 員 採 用 Ⅰ 種 �
国 家 公 務 員 採 用 Ⅱ 種 �
国税専門官・労働基準監督官・法務教官�
航 空 管 制 官 �
�

試 験 名�
海 上 保 安 学 校 学 生 （ 特 別 ） �
国 家 公 務 員 採 用 Ⅲ 種 �
刑 務 官 �
入 国 警 備 官 ・ 皇 宮 警 護 官 �
航空保安大学校学生・海上保安学校学生�
海 上 保 安 大 学 校 学 生 �
気 象 大 学 校 学 生 �
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�
�
平成18年�
５月28日（日）�

�

�
７月30日（日）

�
�
�
�
10月22日（日）

�
�
�
平成19年�
２月18日（日）�
�

�
�
４月11日（火）から�
　　20日（木）まで�

�

６月20日（火）から�
　　29日（木）まで�
�
�
８月29日（火）から�
９月７日（木）まで�
�
�
�
12月５日（火）から�
　　14日（木）まで�
�

甲種�
乙種（第１～６類）�
丙種�
乙種（第１～６類）�
丙種�

乙種（第４類）�
丙種�
�
甲種�
乙種（第１～６類）�
丙種�
乙種（第１～６類）�
丙種�
甲種�
乙種（第１～６類）�
丙種�
�

釧路市、帯広市、北見市�
等７市　�
�
根室市、網走市、静内町�
等10市２町�

釧路市、帯広市、北見市�
等７市�
�
釧路市、帯広市、北見市�
等７市�
�
網走市、中標津町�
等９市４町�

釧路市、帯広市、北見市�
等７市�
�

第
１
回�

第
２
回�

第
３
回�

第
４
回�

試 験 日 � 受 付 期 間 � 試験の内容� 試 験 地 �

平成18年�
７月30日（日）�
�
�
８月27日（日）�
�
�
平成19年�
２月18日（日）�
�

６月20日（火）から�
　　29日（木）まで�
�
７月11日（火）から�
　　20日（木）まで�
�
12月５日（火）から�
　　14日（木）まで

�

甲種（第１～５類）�
乙種（第１～７類）

�
�
�
甲種（特類）�
�

甲種（第１～５類）�
乙種（第１～７類）�

釧路市、帯広市、北見市�
等７市　�
�
�
札幌市�
�

釧路市、帯広市、北見市�
等７市�

第
１
回�

第
２
回�
第
３
回�

試 験 日 � 受 付 期 間 � 試験の内容� 試 験 地 �

◎危険物取扱者�

◎消防設備士�

※受験願書・問合せ／別海消防署予防課予防係　20153-75-2200（直通）�

危
険
物
取
扱
者�

消
防
設
備
士�

試
験
日
程
表�

平成18年度�

受講料�

24,000円�
�

37,000円�
�

30,000円�
�

37,000円�
�

37,000円�
�

34,000円�

対　　象　　者�

営業の基礎を学びたい方�
�

新任管理者および管理者候補�
�

財務の基礎を学びたい管理者�
（特に営業部門、生産部門の方）�

若手社員�
（将来のリーダー候補者）�
製造現場の新任リーダー�
またはリーダー候補�

管理者、部門リーダー�
�
�

研 修 期 間 �
４月12日d～13日e�
（２日間）�

４月18日c～21日f�
（４日間）�

４月25日c～27日e�
（３日間）�

５月９日c～12日f�
（４日間）�

５月16日c～19日f�
（４日間）�

５月22日b～25日e�
（４日間）�

�
�

コ ー ス 名 �

No.１ コース　すぐできる営業の基本�
～この研修をマスターすれば、あなたも営業のエキスパート～�

No.２ コース　新任管理者育成シリーズ１（基本編）�
～管理者の基本をがっちり身につける～�

No.３ コース　すぐ読める会社の経営数字�
～知ると得する！誰でもわかるやさしい財務講座～

�

No.４ コース　若手社員のための会社の仕組み入門�
～あなたが変われば、会社も変わる。あなたの手で会社の未来を切り拓こう！～�

No.５ コース　製造現場リーダー養成コース�
～モノ作りニッポンを支えるのはあなた～

�

No.６ コース　成功するプロジェクト・マネジメントの進め方�
～チームで最大の成果を上げる「出来る管理者」へ！～�

問合せ／中小企業大学校旭川校（研修担当）20166－65－1200・役場商工観光課商工担当（内線1625）  

中小企業大学校旭川校研修事業のご案内�
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4月の運転免許更新時講習会�
　この講習会は優良運転者で、更新手続きを終了され�
た方のみ受講することができます。�

　　　日時／4月12日（水）13:30～�
　　　会場／交流交流館ぷらと�

日�

�

�

6�

�

�

7
�

�

10

曜日�

�

�

木�

�

�

金
�

�

月�

イ ベ ン ト 内 容 �

入学式　別海・野付・上風連・別海中央・中春別・豊原・西春別・上西春別小学校・光進小中学校　10時00分～�

入学式　中西別・上春別小学校　10時30分～　�

入学式　美原小学校　11時00分～�

入学式　野付・中春別中学校　13時00分～�

入学式　別海・上風連・中西別・別海中央・西春別・上西春別・上春別中学校　13時30分～�

入園式　別海くるみ・中西別幼稚園　10時00分～�

入園式　別海愛光・上西春別・野付幼稚園　10時00分～�

入学式　別海高等学校　13時00分～�

�

4/

（3月28日現在）�

☆国民年金保険料の納付は安心・便利・確実な口座振替・自動振り込みでY�
　　　　　　　　　　　　　   問合せ／町民課戸籍年金担当（内線1225）�

日時／5月16日（火）13：00～17：00、17日（水）9：00～11：30�
会場／中標津経済センタ－�
�

広報別海３月号Ｐ４　平成17年度別海町表彰式【自治貢献賞】小原昇さん�
　平成３年から10年間第三分団長として消防活動に貢献されました。→平成３年から10年間第三分団部長として消防活動に貢献されました。　の誤りでした。�
Ｐ７児童生徒絵画コンクール�
　教育長賞　今野由真さん　→　真由さん　の誤りでした。また、小学生１年生　銅賞／東海林優也さんがもれていました　　お詫びして訂正します。�

お詫びと�
訂正�

■お誕生おめでとう�
　氏　　　名　　　          　　　　　　　保護者　　住　所�

溝口　璃空（り そ ら）ちゃん（女）　健　（上　風　連）�

石田　彩翔（あ や と）ちゃん（男）　隆　（別　　　海）�

水足　透子（と う こ）ちゃん（女）　淳　（上　春　別）�

小林　礼乃（あ や の）ちゃん（女）正　志（本　　　別）�

赤堀　七虹（な な こ）ちゃん（女）泰　左（別　　　海）�

穴吹　理緒（り　　お）ちゃん（女）　威　（別　　　海）�
大下　隆斗（りゅうと）ちゃん（男）隆　志（西　春　別）�
中野　匠望（た く み）ちゃん（男）幸　浩（西　春　別）�

溝口　月菜（る　　な）ちゃん（女）正　人（中　春　別）�
新屋　正斗（ま さ と）ちゃん（男）典　正（上　風　連）�

粟野　 音（り　　お）ちゃん（女）　勉　（上　春　別）�
葛西　結愛（ゆ　　ま）ちゃん（女）智　之（西　春　別）�
伊藤　崇児（た け る）ちゃん（男）　厚　（中　西　別）�

大木戸勇心（い さ み）ちゃん（男）真　幸（西　春　別）�

�
■ご結婚おめでとう�
　　　　　氏　　　名　　　　　　　　　住　所�
堤　　卓也・越後谷希早さん（尾　岱　沼）�
鈴木　　忠・助川　法子さん（別　　　海）�
山口　真弥・石田由紀子さん（美　　　原）�
石井　真尊・浦口亜希子さん（上　春　別）�
石戸谷　誠・久保利めぐみさん（別　　　海）�
石井　　忠・関口　理栄さん（別　　　海）�
関口　幸一・平田絵里香さん（西　春　別）�
※戸籍届出時に窓口で承諾された方々のみ掲載しています�

２月１日から２月28日届分まで

・社会福祉協議会�
u大森　英男さん（尾岱沼潮見町）�
u安達　静子さん（別海宮舞町）�
u木下　　淳さん（西春別駅前西町）�
u山下美和子さん（別　海）�
u渡邊　時子さん（別海川上町）�
u石本　健治さん（上春別）�
u岸本より子さん（上春別南町）�
u別海高校卒業ライブ�
　代表　佐藤優斗さん（別海旭町）�
u本別婦人会（西春別）�
uＪＡ計根別女性部（中標津町）�
ありがとうございました�

�

社会保険事務相談所開設�
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21 BETSUKAI 2006.4 別海町役場275－2111 西春別支所277-2131 尾岱沼支所

火 災 と 救 急�
�

■火災件数　　1件（  2）�
■救急件数    33件（69）�
■救助件数　　0件（  0）�

（　）内は平成18年1月～2月までの累計�

大切な命を火災から守るために�
住宅用火災報知器を設置しましょう!!

■発生件数　4件（  9）�
■死 者 数　0件（  1）�
■負傷者数　6件（11）�

交通事故発生状況�
（　）内は平成18年1月～2月までの累計�

平成18年春の全国交通安全運動�4月6日（木）～4月15日（土）�2515257

人　　口／16,837(－12)�
　 男　 ／  8,381(－  5)�
　 女　 ／  8,456(－  7)�
世 帯 数／  6,248(＋  1）�
内外国人／　　 96(＋  9）�

平成18年2月28日現在�
（　）は前月比�

�

出生� 死亡� 転入� 転出�

※希望された方のみ掲載しています。

3月8日　町民保健センターで撮影
（　）内は保護者名

まな  と

民部　愛斗くん
（和也）

でん

鈴木　　伝くん
（雄介）

はな

須藤　　花ちゃん
（はる奈）

み  なみ

石谷　美波ちゃん
（幸彦）

しょうま

佐々木翔真くん
（雅之）

しん  の  すけ

立石晋之輔くん
（晋哉）

れん

大下　　蓮くん
（隆志）

つばさ

藤本　　翼くん
（涼）

はるか

坂本　　遥ちゃん
（禎則）

まさ  や

鈴木　雅弥くん
（孝幸）

河原しいなちゃん
（宣孝）

こ　こ　ろ

松本胡々楼ちゃん
（清教）

こうせい

蛯名　康生くん
（康夫）

ひ  づき

宮坂　陽月ちゃん
（陽日）

りんせい

池田　倫晟くん
（卓也）

たく  と

伊豆原拓斗くん
（洋平）

もと  き

相澤　元希くん
（栄治）

ゆ　き　な

山崎有希奈ちゃん
（剛伸）

め　い

松村　芽生ちゃん
（憲一）
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広報別海は、環境保護のために古紙配合率100％再生紙および�
100％植物油型インキ「ナチュラリス100」を使用しています。�
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至標津�

至別海�

山�崎宅�

奥�行�臼�駅� 旧�村営軌道�

奥�行�臼�駅逓�

案�内�図�

国
道
２
４
４
�

問合せ／�
教育委員会生涯学習課（内線3711）�

別海中央中学校で�
卒業式�
�

表紙の説明�

　3月15日、別海中央
中学校（二瓶忠史校長）
で卒業式が行われ、生
徒68名が在校生や保護者らに見守られ卒業の日を迎え
ました。一人ひとりに卒業証書が手渡されると、義務
教育課程を終えた卒業生たちは思い出をかみ締めて涙
を浮かべ、お世話になった先生や共に過ごした仲間た
ちに感謝を述べて、3年間過ごした学び舎を旅立ちま
した。�
　町内の小中学校の卒業式は3月12日から24日まで
行われ、卒業生は小学校12校169名と中学校10校で
192名でした。�

●開館時間／5月1日B～10月31日C

　　　　　　10：00～16：30�
　　　　　　ただし、第１・第３月曜日は休館�
●入 場 料／無　料�

こ
の
駅
逓
所
は
、
明
治
43
年
10
月
に
こ
の
地
区
の
世
話

役
で
あ
っ
た
山
崎
藤
次
郎
氏
を
取
扱
人
と
し
て
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
廃
止
と
な
る
昭
和
５
年
６
月
ま
で
別
海
・
西

別
・
別
当
賀
方
面
へ
の
分
岐
点
に
あ
る
駅
逓
所
と
し
て
旅

人
に
利
用
さ
れ
、
鉄
道
な
ど
未
発
達
な
こ
ろ
、
開
拓
に
欠

か
せ
な
い
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、
活
躍
し
ま
し
た
。

北
海
道
独
自
の
制
度
で
あ
る
駅
逓
制
度
は
旅
人
に
宿
や

人
馬
を
提
供
し
た
り
と
言
っ
た
旅
籠
と
し
て
の
役
割
。
ま

た
、
駅
逓
に
よ
っ
て
は
郵
便
業
務
な
ど
の
役
割
も
担
っ
た

施
設
と
し
て
地
域
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
廃
止
以
前
に
根

室
管
内
で
は
44
カ
所
、
こ
の
う
ち
本
町
に
お
い
て
も
９
カ

所
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
存
し
て
い
る
駅
逓
所
は

「
奥
行
臼
駅
逓
所
」
の
み
で
す
。

◆
今
月
か
ら
広
報
紙
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
の
感
想
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

皆
様
と
共
に
少
し
で
も
読
み
や
す
く
、
親
し
み

の
あ
る
広
報
紙
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。ま
た
、掲
載
さ
れ
た
写
真
を
ご
希
望
の
方

は
さ
し
あ
げ
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
Ⅰ
）

◆
３
月
に
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
・
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
で
王
ジ

ャ
パ
ン
の
活
躍
を
テ
レ
ビ
で
ご
覧
に
な
っ
た
町
民

の
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
世
界
一
と
い
う

の
は
す
ご
い
で
す
ね
。
こ
の
野
球
大
会
で
の
世
界

一
は
、「
本
当
に
勝
負
は
最
後
の
最
後
ま
で
何
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
」、「
あ
き
ら
め
な
い
で
が

ん
ば
る
姿
勢
や
み
ん
な
が
ま
と
ま
る
と
強
く
な

る
」
な
ど
、
超
一
流
の
プ
レ
ー
は
一
つ
の
芸
術
だ

と
思
う
し
、
感
謝
・
感
動
・
感
激
的
な
優
勝
で
し
た
。

（
光
）


